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１．目的  

 都市域におけるヒートアイランド現象や，局地的豪雨などによる自然災害等，現代の都市が抱える諸問題の

解決が求められるようになっている．このような現状を背景として，都市域で生活する住民の安全・安心を確

保した豊かな生活環境を提供するとともに，低炭素社会の実現にも寄与することを目的として，地下空間およ

び地下水・再生水・雨水を有効に利活用できる新しい水循環ネットワークを構築する検討を行った．本論文で

は，前報１）に続き，港区を対象とした小規模ネットワーク構築の試みについて報告する． 

２．事業計画に向けた基礎整理 

（１）事業計画地点の選定 

都市の抱える課題を整理し，地下水・再生水に加え，雨水を利活用することによって高い環境改善効果の得

られるエリアの選定を行う手法として，以下に示すようなグリッド評点法を用いた．ここでは，港区のヒート

アイランド現象を対象とした事例によって概説する．表１に

示すような気温，地下水，土地用途などの６項目の影響因子

に対して各グリッドにおける判定を行う．図１右は気温，地

下水位，湧水分布について重ね合わせた地図である．同左は，

表１によって評点を整理した結果である．同様にして，浸水

被害に対しても現・旧地形，地下水位，被害実績，既存防災

施設等の項目でも評価を行った．これらの環境影響評価項目 

について集計を

行った結果（図

２），同図中点線

で囲んだ六本木

－溜池地区が水

循環再構築によ

る環境改善効果

が最も高く見込

めると判断した．  

（２）環境改善施設配置の検討 

施設配置に対しては，地域における①水文学的特徴，②地

下利用状況，③地上利用状況，④住民の合意形成などが必要

となる．④については，今後事業化に向けて配慮すべき項目

であるが，本調査では課題として取り上げるに留めている． 

水文学的な観点からこの地域を捉えると，六本木から溜池に

かけての地域は台地が樹枝状に浸食された地域であり，台地

上位を形成するローム層は都市化により浸透能力が低下し， 
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評価項目  評価基準と配点
○ (1 点 ) ×(0 点 )

①気温分布  30℃以上の真夏日  30℃以下  

②地下水位分布  地表から 2.0m 
以深である  

地表から 2.0m
以浅である  

③湧水分布  分布していない  
小規模の分布  数箇所分布している  

④用途地域分布  商業施設等が  
分布している  

住宅地が
分布している  

⑤公園緑地分布  配置されていない  広い規模の配置、
数箇所配置されている  

⑥高層ビル分布  東側に高層ビルが  
位置している  

高層ビルが
近接していない  

表１ 環境影響評価基準（ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ） 

図１ ヒートアイランド影響評価結果３） 図２ 環境影響評価結果 

図３ 六本木－溜池地区の地下水分布３） 
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雨水が流出しやすく，谷部の沖積層は地下水位が高くかつ透水性が低いため地下水流動阻害層となっている． 

図３は，同地域の地下水分布を示しているが，地下水位やその流況変化の感度が低く，水利基盤が急激に深く 

なっていることもあり，水文環境に

問題が生じた場合，長期間・広域に

わたる対策が必要となる特徴を有

している．また，施設配置上もっと

も有望な公共の地下空間や地上に

は地下鉄や高速道路とその基礎構

造物などが重層しており大きな課

題となることから，民間との協働に

よる施設利用も重要となる．表２に

は，地域環境を考慮したときの各種

の環境改善施設の適用性と効果に

ついて取りまとめた． 

３．水循環ネットワーク構築 

これまでに，個々の環境改善施設は数多く設置されている．しかし，当該地域では，①六本木から常時穏や

かに供給された地表水や地下水，②有効利用されることなく下水道へ流出する雨水，③地下鉄等の地下構造物

への湧出水，④自噴する地下水等の余剰な中深層水等を，より効率的に利用することができれば，地形改変な

どにより変化した水循環の健全性回復のみならず，都市域で生活する住民の安全・安心を確保した豊かな生活

環境を提供するとともに，低炭素社会の実現にも寄与するものと考える．本調査では，このような観点から，

図４，５に示す涵養源創出や余剰地下水の利水化，防災・利水を兼用する地下貯留施設とその連携管等からな

る水循環ネットワークの構築を提案した． 

４．おわりに  

 本調査は一般財団法人エンジニアリング協会が財団法人 JKA から機械工業振興資金の補助を受け，地下水・

再生水利活用の地下空間利用に関する調査委員会（委員長：徳永朋祥教授）として実施した．取り纏めに当た

っては，同委員会の委員各位の並々ならぬ指導を頂いている．ここに改めて謝意を表するものである． 
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図４ 水循環施設平面配置計画           図５ 水循環ネットワーク鳥瞰 

台地 斜面 低地 高い 低い 高い 低い 広い 狭い 浅い 深い 住宅地商業地高層ビ学校 公園 道路

△ ○ ○ ○ △ ○ △ - - - - - - - - - - ◎ - - ◎ ◎

- - - ○ △ ○ △ - - - - - - ○ △ △ ○ ◎ - - ◎ ◎ 地下鉄・共同溝
などを含む

壁面雨水集水 - - - - - - - - - - - - - ○ ○ △ ○ - ◎ ◎ - -

浸透ます - - - △ ○ ○ △ - - - - - - - - - - - ◎ ◎ - -

道路へ
の雨水 保水性舗装 - - - ○ ○ - - - - - - - - - - ○ ○ ◎ ◎ ◎ - -

地上 - - - ○ ○ - - - - - - - - ○ ○ ○ - - ◎ ◎ - -

地下 - - - △ ○ - - △ ○ ○ △ - - - - - - - ◎ ◎ - -

- - - △ ○ - - - - ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

△ △ ○ △ ○ - - - - - - △ ○ △ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

透水性
アスファル

- - - △ ○ ○ △ - - - - - - - - - ○ ◎ ◎ ◎ - -

涵養井 - - - △ ○ - - △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ - ◎ ◎ - -

噴水 - - - - - - - - - - - - - ○ ○ ○ - ◎ - - ◎ ◎

せせらぎ △ ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - ◎ - - ◎ ◎

ため池 △ ○ ○ - - - - - - - - - - - - - - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

屋上緑化 - - - - - - - - - - - - - ○ ○ ○ - ◎ - - ◎ ◎

壁面緑化 - - - - - - - - - - - - - - - - - ◎ - - ◎ ◎

街路の緑化 - - - - - - - - - - - - - - - ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ポケットパーク等
でのミスト噴霧

- - - - - - - - - - - - - - - - - ◎ - - ◎ ◎

- - - - - - - - - ○ △ - - - - - - ◎ ◎ ◎ ◎ -

- - - - - - - - - ○ △ - - △ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ -

凡例 ○：設置可能 △：設置難、設置不可 ◎：効果あり - ：対象外（条件とはならない）

備　考

適用条件・効果

　施　設　　　　　　　　
ｐ

施設設置により得られる効果施設設置箇所の適用条件

ヒートア
イランド
対策

降雨短期
流出抑制

内水氾濫
抑制

余剰
地下水
の利用

親水
施設

散水
施設

自然豊かな
心地良い
空間創出

地上施設

自然湧水

地上用途
地域

地　形

集
水
施
設

地下構造物
への湧出水

中規模地下貯留施設

大規模地下貯留施設

貯
留
施
設

地下の利用可能空間

利
用
施
設

地下水位 表層地盤
の透水性

送
水
施
設

建物へ
の雨水

小規模
貯留
施設

地下へ
の涵養

ポンプ施設

管　路

涵
養
施
設

表２ 各種環境改善施設の設置可能場所と期待される効果
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